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1925（大正14）年　島根県立美術館新収蔵
＜2017年３月６日（月）～５月８日（月）
「愛

いと

しきものへ　塩谷定好1899－1988」展　島根県立美術館・企画展示室にて展示＞

「漁村」　塩谷定好 作　ゼラチン・シルヴァー・プリント
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絵を描くように写真を創る、「芸術写真」と名付けられた絵画主義の写真は、大正末から昭和初期にかけて日本で隆盛を極めました。この
芸術写真の代表的な写真家のひとりが塩谷定好（しおたに　ていこう　1899-1988）です。山陰をこよなく愛し、海も山も美しく、そこに暮らす
人 も々心温かなこの地を出て撮影する必要はない、と日本海や山里、身近な人 を々生涯撮り続け、ドイツのフォトキナ栄誉賞をはじめ国際的な
評価を得ています。
この作品は、島根半島・多古鼻の沖泊を撮影したものです。1925（大正14）年8月、島根半島を旅し、多くの名作を残しました。とりわけ、
この沖泊の風景は、『アサヒカメラ』創刊号で募集された第１回の月例懸賞（毎月ある全国コンクール）で見事全国1位に輝いた作品です。
このとき沖泊や小波、加賀、七類、美保関などで撮影された作品群からは、眼前の雄大な景色の美しさに魅せられ、夢中で撮影する塩谷の
感興が伝わってきます。なかでも沖泊では集中的に撮影し、数々の写真雑誌の頁を飾って写真家・塩谷定好の登場を印象付けた傑作群を生
み出しました。
この作品には、家々の屋根が様 な々方向を向いて重なり連なる面白さが強調されています。そこには、ピカソとブラックが、南仏レスタックで急
斜面に建つ家 を々立方体で描き創始したキュビスムの手法が生かされています。日本に紹介されたばかりのこの新しい手法を取り入れているの
です。
塩谷の写真は、輝くような美しさと豊潤な深さをもっています。「ヴェス単」の愛称で知られる小型カメラを愛用し、その独特の白の滲みをもつ

軟調描写が魅力を放っているのです。ネガの一部を拡大してプリントを焼き、その上にメディウムを塗り、油絵具や蝋燭の油煙で調子を整え、
入念に仕上げられており、2センチ四方を仕上げるのに1日かけるなど数々の神話が語りつがれています。
写真を始めたばかりの植田正治（1913-2000）にとって、全国で覇を競い活躍する塩谷は、まるで「神様のような存在」でした。植田は『ア

サヒカメラ』創刊月例懸賞第1位という塩谷の快挙を晩年まで語っていました。その幻の傑作がこの春いよいよ登場します。80年ぶりに日の目を
みる奇跡のコレクション作品約300点と資料約100点とともに展観されます。塩谷定好は神話を超えた、そう実感させる見事な作品の数 を々ご覧
いただければ幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（島根県立美術館主席学芸員　蔦谷典子）

表紙掲載作品解説

……………退職会員の加入受付期間を延長します！……………
　平成２９年度加入者から退職互助制度への加入手続期間を会員資格を取得した日 (退職日の翌日)から「３０
日以内」を「３か月以内」に延長します。なお、３ヶ月以内に申込みをされた方は、退職日の翌日から退職
互助事業を利用することができます。

　去る平成２８年１２月１３日、島根県教育会館において、第５回島根県教職員退職互助代表者会が開催されました。
　今回の会議では、互助会事務局から互助会の今年度上半期の運営状況について説明するとともに、退職互
助制度の検討状況等を報告させていただきました。
　また、事業運営に関していただいたご意見は、今後の参考にさせていただきたいと思います。

第5回　島根県教職員退職互助代表者会の開催について

◉退職会員を対象に実施する事業名等の呼称の変更について◉
　平成２９年度から、退職会員を対象に実施する事業名等の呼称を次の表のとおり変更します。
　退職互助事業の内容は、これまでの退職互助医療事業と変わりありません。

※改正前の規程の「退職互助医療加入者」は、改正後の規程による「退職互助事業加入者」とみなします。

改正前 改正後
退職互助医療制度 退 職 互 助 制 度
退職互助医療事業 退 職 互 助 事 業
退職互助医療加入者 退職互助事業加入者
給 付 事 業 医 療 給 付 事 業

 10月30日（日）に、出雲市民会館大ホールにおいて、しまね教育の日の関連事業として平
成28年度文化講演会を開催しました。当日は、800人を超える聴講者が来場されました。
　今回の講演会は、長野県諏訪中央病院の名誉院長の鎌田實先生（医師、作家）を講師とし
てお迎えいたしました。鎌田先生は、開口一番、昼食で食べた出雲そばのお話をされ、会場
はなごやかな雰囲気になりました。
　映像と音楽を使い、医療のこと、教育のこと、人生のことなど先生の経験に基づくお話を
していただき、心に響く深い話で感動した等の感想を多数いただきました。

平成28年度文化講演会
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「
光
陰
矢
の
如
し
」
の
諺
の
よ
う
に
、
私

が
公
立
学
校
教
員
の
職
を
辞
し
て
、
早
く
も

十
五
年
以
上
の
年
月
が
経
ち
ま
し
た
。

在
職
時
代
は
、
中
学
校
、
行
政
職
、
小
学

校
等
の
職
場
を
経
験
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

職
場
で
も
「
場
」
に
恵
ま
れ
「
人
」
に
恵
ま

れ
、
そ
し
て
「
運
」
に
恵
ま
れ
た
、
楽
し
く

充
実
し
た
年
月
で
し
た
。

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
退
職
後
の
主
な
目

標
、
つ
ま
り
「
生
き
が
い
」
と
い
う
こ
と

が
、
常
に
心
に
あ
っ
た
大
き
な
課
題
で
し
た
。

確
か
に
退
職
後
は
、
時
間
に
束
縛
さ
れ
な

い
自
由
な
生
活
が
あ
り
、
そ
れ
な
り
に
楽
し

く
嬉
し
い
も
の
で
し
た
が
、
反
面
何
か
物
足

り
な
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
事
実
で
し
た
。
退

職
後
の
人
生
を
、
課
題
を
持
っ
て
過
ご
す
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
た
の
で
す
。
そ
ん

な
時
、
私
の
心
に
浮
か
ん
だ
の
が
方
言
で
し

た
。私

が
、
石
見
の
方
言
に
興
味
、
関
心
を
持

ち
始
め
た
の
は
、
ご
く
単
純
な
動
機
か
ら
で

し
た
。
子
供
の
頃
は
、
学
校
や
地
域
で
の
日

常
語
は
す
べ
て
方
言
で
し
た
。「
日
々
の
生

活
の
中
で
、
こ
ん
な
言
葉
を
使
っ
て
い
た

…
」「
家
族
や
地
域
の
人
々
は
こ
ん
な
言
葉

で
会
話
を
し
て
い
た
…
」、
つ
ま
り
な
つ
か

し
い
子
供
時
代
へ
の
郷
愁
が
大
き
な
動
機
の

一
つ
だ
っ
た
の
で
す
。

次
に
、「
な
ん
り
ょ
う
（
つ
ら
ら
）」注
と

い
う
方
言
と
の
出
合
い
も
大
き
な
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
語
の
本
当
の
意
味

（
語
源
）
を
知
っ
た
時
の
感
動
は
、
今
も

は
っ
き
り
と
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

戦
後
の
文
部
省
の
言
葉
に
つ
い
て
の
施
策

は
、
方
言
の
撲
滅
で
あ
り
、
標
準
語
の
全
国

的
な
普
及
で
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
あ
る
程
度
成
功
し
ま
し
た

が
、
反
面
、
地
方
に
あ
る
方
言
の
衰
退
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
今
若
い
人
々
か
ら
急
速
に

方
言
が
消
え
て
い
る
現
状
を
皆
様
も
お
気
づ

き
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
方
言
が
絶
滅
危
惧
語
と
し

て
消
え
去
る
こ
と
へ
の
危
機
感
が
だ
ん
だ
ん

と
深
ま
っ
て
い
き
、
私
の
方
言
研
究
が
始

ま
っ
た
の
で
し
た
。

現
職
時
代
も
少
し
興
味
が
あ
り
、
書
き
留

め
て
い
た
資
料
も
若
干
あ
り
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
生
き
が
い
の
一
つ
と
し
て
方
言

研
究
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
の
で
し
た
。

始
め
て
か
ら
、
既
に
十
数
年
経
ち
ま
し
た

が
、
方
言
の
面
白
さ
、
魅
力
、
奥
の
深
さ
な

ど
に
、
だ
ん
だ
ん
と
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ

し
て
、
今
ま
で
に
拙
著
三
冊
を
著
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
石
見
の
方
言

に
関
す
る
各
地
で
の
講
演
活
動
、
民
話
な
ど

の
方
言
訳
、
方
言
か
る
た
の
制
作
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
度
か
ら
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
江
放

送
局
か
ら
請
わ
れ
て
、
出
雲
方
言
の
大
家
藤

岡
大
拙
先
生
と
「
島
根
の
こ
と
ば
カ
フ
ェ
」

と
い
う
番
組
に
も
、
毎
月
出
演
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
、
出
雲
方
言
、
石

見
方
言
、
隠
岐
の
こ
と
ば
な
ど
を
知
る
こ
と

に
よ
り
、
毎
回
、
方
言
に
つ
い
て
の
新
し
い

発
見
も
あ
り
、
楽
し
い
経
験
に
な
っ
て
い
ま

す
。一

般
的
に
方
言
は
、
恥
ず
か
し
い
田
舎
こ

と
ば
と
し
て
、
使
用
し
な
い
方
が
よ
い
と
い

う
風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は

な
く
、
石
見
の
方
言
は
、
京
都
言
葉
に
そ
の

ル
ー
ツ
を
も
つ
言
葉
の
残
存
で
あ
る
こ
と

も
、
民
俗
学
者
柳
田
國
男
氏
の
「
方
言
周
圏

論
」
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
持
論
で
す
が
、
言
葉
の
使
用
は
二
刀

流
で
あ
る
べ
き
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
（
時
、
場
、
状

況
）
等
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

方
言
に
は
、
共
通
語
と
違
い
、
意
味
だ
け

で
な
く
話
者
の
心
、
気
持
ち
を
伝
え
る
機
能

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
人
を

和
ま
せ
た
り
、
気
持
ち
を
楽
に
さ
せ
た
り
す

る
言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。

石
川
啄
木
の
『
ふ
る
さ
と
の
訛
な
つ
か
し

　

停
車
場
の
人
ご
み
の
中
に　

そ
を
聴
き
に

ゆ
く
』
と
言
う
有
名
な
短
歌
が
あ
り
ま
す

が
、
ふ
る
さ
と
の
言
葉
（
方
言
）
に
、
郷
愁

や
癒
し
の
気
持
ち
を
覚
え
る
の
は
誰
し
も
が

経
験
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
良
さ
を
持
つ
ふ
る
さ
と
方
言

が
、
消
滅
す
る
の
を
た
だ
傍
観
す
る
だ
け
で

な
く
積
極
的
な
継
承
保
存
運
動
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
ふ
る
さ
と
に
遺
る
無
形
文
化
財
で
あ

る
方
言
の
採
録
、
記
録
保
存
、
地
域
住
民
の

方
言
へ
の
関
心
喚
起
、
広
報
活
動
な
ど
を
進

め
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
退
職
後
の
生
き
が
い
活
動
の
一
つ

は
、
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。

注　
「
な
ん
り
ょ
う
」
の
語
源
は
銀
貨

の
「
南
鐐
」
に
あ
り
、
冬
に
つ
ら

ら
が
放
つ
光
を
銀
の
持
つ
美
し
さ

に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

退
職
互
助
浜
田
地
区
会
　
会
長
　
神
本　
　

晃

退
職
後
の
「
生
き
が
い
」を
求
め
て

地 だ区 よ会 り

NHK「島根ことばカフェ」収録
スタジオの筆者（中央）
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少
子
高
齢
化
、
入
学
す
る
子
供
が
減
り

続
け
て
い
ま
す
が
、
退
職
互
助
の
当
地
区

会
も
し
か
り
で
す
。

浜
田
地
区
会
の
会
員
数
、
平
成
二
〇

年
、
六
一
一
名
が
今
年
は
な
ん
と
、

五
六
〇
名
と
な
り
、
一
ク
ラ
ス
以
上
の
減

で
あ
り
ま
す
。

補
助
金
減
の
心
配
も
あ
り
ま
す
が
、
寂

し
い
限
り
で
す
。

会
員
相
互
の

親
睦
と
健
康
維

持
増
進
・
趣
味

の
向
上
を
と
、

老
け
込
ま
な
い

よ
う
に
、
次
の

事
業
を
展
開
し

て
お
り
ま
す
。

①
役
員
会
議
、
年
に
四
回

②
会
員
の
集
い

総
会
と
昼
食
会
。
九
二
名
の
会
員

と
県
互
助
会
事
務
局
及
び
浜
田
支

局
よ
り
六
名
の
来
賓
を
迎
え
、
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

③
支
局
長
杯
囲
碁
大
会

④
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
会

Ｇ
Ｇ
大
会
と
温
泉
懇
親
会

⑤
支
局
長
杯
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

⑥
支
局
長
杯
Ｇ
Ｇ
大
会

⑦
親
睦
の
旅

秋
の
福
山
路
の
散
策

⑧
健
康
体
操

関
節
の
痛
み
の
解
消
、
脳
へ
の
刺

激
、
大
笑
い
で
ス
ト
レ
ス
解
消

⑨
和
食
の
楽
し
み

繊
細
で
上
品
な
割
烹
料
理
、
最
高

⑩
人
間
ド
ッ
ク
助
成

一
万
五
千
円
の
補
助

事
業
の
担

当
幹
事
さ
ん

に
は
企
画
か

ら
募
集
・
運

営
ま
で
本
当

に
ご
苦
労
を

お
か
け
し
て

お
り
ま
す
。

お
陰
様
で

各
事
業
へ
の

参
加
率
は
、
八
〇
％
か
ら
一
一
〇
％
と
高

率
で
す
。

福
利
増
進
事
業
の
効
果
あ
り
と
、
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

五
六
〇
名
の
会
員
へ
の
事
業
等
の
周
知

は
、
連
絡
員
さ
ん
に
頼
っ
て
お
り
ま
す

が
、
筆
者
は
こ
の
業
務
を
今
年
か
ら
担

当
し
て
い
ま
す
。
い
か
に
大
変
か
を
肌
を

も
っ
て
実
感
し
て
お
り
、
年
間
八
回
の
配

布
で
す
が
、

直
ぐ
に
次
が

や
っ
て
く
る

感
じ
で
す
。

連
絡
員
の

皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

私
は
、
多
年
親
し
ん
で
い
る
囲
碁
・
詩
吟
の
他

に
い
く
つ
か
の
趣
味
を
嗜
ん
で
い
る
が
、
い
つ
か

取
り
組
み
た
い
と
思
い
続
け
て
い
た
能
面
打
ち
を

四
年
前
か
ら
習
い
始
め
た
。

そ
の
原
点
は
、
中
学
生
の
夏
休
み
に
見
よ
う
見

ま
ね
な
が
ら
鑿
一
本
で
「
般
若
」
の
面
を
打
っ
た

こ
と
に
あ
る
。
今
で
も
当
時
の
思
い
出
と
し
て
保

存
し
て
い
る
。
時
移
っ
て
、
昭
和
六
十
二
年
川
本

西
小
に
勤
務
し
、
借
家
の
大
家
宅
に
あ
っ
た
檜
の

切
り
株
が
目
に
止
ま
っ
た
時
、
能
面
の
こ
と
が
思

い
浮
か
び
、
い
つ
か
し
か
る
べ
き
指
導
者
に
能
面

打
ち
を
学
ぶ
ま
で
は
と
譲
り
受
け
て
自
宅
の
倉
庫

に
収
め
て
い
た
。

し
か
し
、
教
職
勤
務
に
励
む
日
々
に
歳
月
を
重

ね
、
退
職
後
も
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
あ
る
時
元
小
学
校
長
の
小
笠
原
好
助
先
生

が
能
面
打
ち
の
経
験
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

高
齢
で
あ
る
の
で
お
元
気
な
う
ち
に
教
え
を
乞
い

た
い
と
思
い
、
退
職
互
助
地
区
会
の
会
員
の
集
い

の
際
、
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
て
く

だ
さ
っ
た
。

以
来
、
毎
週
一
回
小
笠
原
先
生
宅
へ
通
い
、
初

歩
か
ら
手
ほ
ど
き
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
丸
鑿
・

切
り
出
し
ナ
イ
フ
な
ど
の
刃
物
や
顔
彩
・
胡
粉
他

の
必
要
な
道
具
・
材
料
は
そ
の
都
度
買
い
揃
え
た
。

最
初
に
取
り
組
ん
だ
能
面
は
、「
小
面
」
で
若

い
女
性
の
面
で
あ
る
。
長
年
倉
庫
に
し
ま
っ
て
い

た
檜
材
が
よ
う
や
く
出
番
を
む
か
え
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
彫
り
進
め
る
う
ち
に
内
包
さ
れ
て
い

た
節
が
現
れ
て
き
た
。
こ
ん
な
場
合
の
処
理
方
法

も
教
え
て
い
た
だ
き
、
一
作
ご
と
に
様
々
な
技
術

を
学
ん
だ
。

今
年
に
な
っ
て
、
小
笠
原
先
生
が
体
調
不
良
と

な
ら
れ
、
現
在
は
私
が
自
宅
で
制
作
を
進
め
、
工

程
の
節
目
に
持
参
し
て
、
助
言
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
制
作
に
は
、
先
生
が
作
ら
れ
た
能
面
と
型

紙
を
借
り
て
、
自
分
用
の
型
紙
を
作
り
先
生
の
能

面
を
よ
く
観
察
し
な
が
ら
慎
重
に
彫
り
進
め
て
い

る
。
型
紙
に
合
わ
せ
な
が
ら
も
額
か
ら
目
や
鼻
筋

へ
の
つ
な
が
り
、
頬
や
顎
へ
の
つ
な
が
り
を
滑
ら

か
に
す
る
よ
う
少
し
ず
つ
削
り
、
ま
た
観
察
す
る

の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
直
方
体
の
檜
材
が
徐
々
に

能
面
の
形
に
な
っ
て
く
る
と
、
木
に
新
た
な
命
が

宿
る
よ
う
で
あ
る
。

退
職
互
助
浜
田
地
区
会　

常
任
幹
事　

沢
江　

誠
治

地
区
会動

活

退
職
互
助
浜
田
地
区
会

副
会
長　

冨
金
原　

伸
夫

能
面
打
ち

地 だ区 よ会 り

３年間に制作した能面

地区会総会

ボーリング大会和食の楽しみ



－ 5－

高額療養費算定の所得区分の確認について

❖医療補助金等の送金スケジュールについて❖

◆各種請求書提出先

◆２月、３月、４月の請求書提出の締切日・送金日は次のとおりです。

＜注　意＞
　締切日は、会員の居住地域を担当する支局及び事務局への到着日です。
　請求書の提出先が各支局となっている方が、事務局へ提出されても構いませんが、その場合は、事務局から担当の支局
へ転送し、支局への到着日が書類受理日となります。

※支局の担当者は、勤務日が変則的な場合がありますのでご注意ください。

　１ヶ月にかかった医療費の自己負担額が高額になった場合、一定の金額を超えた部分が、ご加入
の健康保険から払い戻される制度です。
　高額療養費算の自己負担額は、所得区分（「表１」ア～オのとおり）により決定されます。
「限度額適用認定証」を提示されると、窓口での支払は所得区分に応じた自己負担限度額までで済
みますが、提示しないで自己負担限度額を超える医療費を支払った場合は、後でご加入の健康保険
へ申請することにより自己負担限度額を超えた分について払い戻しを受けることができます。

※１　区分は、所得により決まります。
※２　過去１２か月以内に高額療養費に該

当した月が３回以上あった場合の
４回目からの自己負担限度額（４
回目からは自己負担額は低くなり
ます。）

　互助会の医療補助金は自己負担額を助成する制度です。このため、「限度額適用認定証」を提示
しないで自己負担限度額を超える医療費を支払われた場合は、必ず、ご加入の健康保険から払い戻
しを受けた後に互助会へ請求してください。
　また、提出していただいた領収書から所得区分が不明な場合は、所得区分の確認のために会員の
方へ照会させていただくことがありますのでご了承願います。
　なお、自己負担限度額を超える額の医療補助金の給付を受けた後に、ご加入の健康保険から払い
戻しがあったことが判明した場合は、超えた額について返還していただきます。

「表１」自己負担限度額（１か月あたり） H27年１月より

区分
※１

自己負担限度額
（過去１２カ月で３回目まで）

多数該当の限度額
（４回目から）※２

ア 252,600円＋（医療費－842,000円）×１% 140,100円
イ 167,400円＋（医療費－558,000円）×１% 93,000円
ウ 80,100円＋（医療費－267,000円）×１% 44,400円
エ 57,600円 44,400円
オ 35,400円 24,600円

支局名 〒 住所 電話番号 担当地域 担当者

松　江 690－0011 松江市東津田町1741－1
〔松江教育事務所内〕 （0852）32－5771 松江市、安来市

県外（安来地区会加入者） 田中

出　雲 693－8511 出雲市大津町1139
〔出雲教育事務所内〕 （0853）30－5681 出雲市、雲南市

飯石郡、仁多郡 佐貫

浜　田 697－0041 浜田市片庭町254
〔浜田教育事務所内〕 （0855）29－5705 浜田市、江津市

大田市、邑智郡 大崎

益　田 698－0007 益田市昭和町13－1
〔益田教育事務所内〕 （0856）23－2483 益田市、鹿足郡 雪村

隠　岐 685－8601 隠岐郡隠岐の島町港町塩口24
〔隠岐教育事務所内〕 （08512）2－9779 隠岐郡 繁浪

事務局 690－8502 松江市殿町1
〔教育庁福利課内〕 （0852）22－6068 県外

（安来地区会加入者以外） 吉川

締切日
毎月20日 17：15まで（土・日・祝日の場合は前日）

送金日
毎月26日（土・日・祝日の場合は翌日）

平成２９年２月２０日（月） 平成２９年３月２７日(月)
平成２９年３月１７日(金) 平成２９年４月２６日(水)
平成２９年４月２０日(木) 平成２９年５月２６日(金)

高額療養費
制度とは

お願い
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【確定申告が必要な方】 

◇平成 28 年中に退職された方へ 

平成 28 年中に退職され再就職されていない方は、年末調整がされていませんので、確定申告を   

行うことにより所得税が還付される場合があります。 

◇公的年金等を受給されている方へ 

平成 28 年中に受け取った公的年金等の収入金額の合計額が 400 万円を超える方 

なお、公的年金等の収入金額の合計額が 400 万円以下の方でも、公的年金等以外の所得金額が 

20 万円を超える方は、確定申告書の提出が必要です。 

 

退職された方や、年金所得のある方でも、 

確定申告が必要となる場合があります。 

確定申告書への 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイナンバーの記載等について  

平成 28 年分以降の申告書には、  

 

 マイナンバー（12 桁）の記載 
 

申告書にはマイナンバー（個人番号）を記載する欄を設けており、申告者ご本人や控除対
象配偶者、扶養親族及び事業専従者などのマイナンバーの記載が必要です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

本人確認書類の提示又は写しの添付 
マイナンバーを記載した申告書を提出する際には、申告者ご本人の本人確認書類の提示又

は写しの添付が必要です。  
※ 控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者などの本人確認書類は不要です。 
【本人確認書類の例】 

例１ マイナンバーカード   
例２ 通知カード ＋ 運転免許証、公的医療保険の被保険者証 など  

が必要です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費

税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。 
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八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
展
示
学
習
館
に
陳
列

さ
れ
て
い
る
「
見
返
り
の
鹿
」
埴
輪
、
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
。
県
外
の
方
か

ら
も
「
ま
た
鹿
に
会
い
に
来
ま
し
た
～
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
者
で
す
。

　
鹿
が
左
後
方
を
振
り
返
っ
た
そ
の
瞬
間
を
的

確
に
写
し
取
っ
た
逸
品
で
す
。
全
体
の
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
顔
の
表
情
も
鹿
の

特
徴
を
よ
く
捉
え
て
い
ま
す
。
頬
に
や
や
膨
ら

み
が
あ
り
、
目
元
に
う
っ
す
ら
朱
を
入
れ
、
口

元
は
あ
た
か
も
草
を
食は

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
三
叉
す
る
角
は
別
に
作
ら
れ
、
こ
れ
を

頭
頂
に
あ
け
た
小
孔
に
差
し
込
ん
で
牡
鹿
を
現

し
て
い
ま
す
。
山
野
で
草
を
食
ん
で
い
た
鹿
が

近
づ
く
人
の
気
配
を
感
じ
、
耳
を
立
て
て
ふ
っ

と
振
り
向
い
て
周
囲
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い

る
姿
で
し
ょ
う
か
。
実
に
表
現
力
豊
か
で
、
洗

練
さ
れ
た
芸
術
性
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
埴
輪
は
、
一
九
七
五
年
松
江
市
矢
田
町

の
平ひ
ら
ど
こ
ろ
は
に
わ

所
埴
輪
窯か
ま

跡あ
と

か
ら
馬
埴
輪
、
猪
埴
輪
、
家

埴
輪
、
人
物
埴
輪
、
土は

師じ

器き

甕
・
坏
と
と
も
に

出
土
し
た
も
の
で
す
。
埴
輪
や
土
器
の
特
徴
か

ら
六
世
紀
初
頭
の
製
作
で
、
学
術
的
価
値
が
高

い
の
み
な
ら
ず
、
埴
輪
の
造
形
美
を
代
表
す
る

作
品
群
と
し
て
す
べ
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
埴
輪
は
、
古
墳
の
頂
上
・
段だ
ん

築ち
く

平
坦
面
・

造つ
く
り
だ
し

出
・
外が
い

堤て
い

な
ど
に
立
て
並
べ
ら
れ
た
土
製
品

で
、
円
筒
埴
輪
と
形
象
埴
輪
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
形
象
埴
輪
に
は
、
家
形
埴
輪
・
器
材
形
埴

輪
（
楯
・
甲
冑
な
ど
）
・
船
形
埴
輪
・
動
物
埴

輪
・
人
物
埴
輪
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
埴
輪
と
い
え
ば
出
雲
国
と
の
関
係
が
記
さ
れ

た
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天
皇
三
二
年
秋
七
月
の

条
が
想
起
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と

　
　
皇
后
日ひ

葉は

酢す

媛ひ
め

命
が
み
ま
か
り
、
葬
儀
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
天
皇
の

弟
倭や
ま
と
ひ
こ
の
み
こ
と

彦
命
が
死
ん
だ
時
は
近
習
の
者
を
墓
の

ま
わ
り
に
生
き
な
が
ら
に
埋
め
立
て
た
が
、
そ

の
者
ら
は
昼
夜
泣
き
叫
び
、
つ
い
に
死
ん
で
く
さ

り
、
犬
や
カ
ラ
ス
が
集
ま
っ
て
食
べ
る
と
い
う
惨

状
で
あ
っ
た
。
天
皇
も
心
を
痛
め
て
、
そ
れ
以
後

は
殉
死
を
禁
ず
る
こ
と
と
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
の
で
、
天
皇
は
群
臣
に
葬
儀
の
方
法
を

問
う
た
。
こ
の
時
野の
み
の
す
く
ね

見
宿
祢
が
出
雲
か
ら
土は
じ

部べ

百

人
を
よ
び
よ
せ
、
埴は

に

土つ
ち

で
人
・
馬
及
び
種く
さ

々ぐ
さ

の
物

の
形
を
造
り
、
天
皇
に
献
上
し
て
、
こ
れ
を
生
き

た
人
の
代
わ
り
に
陵
墓
の
ま
わ
り
に
立
て
る
こ
と

を
申
し
出
た
。
天
皇
は
大
い
に
喜
び
、
そ
の
土
の

造
り
物
を
日
葉
酢
媛
墓
に
立
て
た
。
こ
れ
が
埴
輪

の
お
こ
り
で
あ
り
、
野
見
宿
祢
は
土
部
の
職
に
任

ぜ
ざ
れ
土は
じ
の部
連む
ら
じの
祖
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
野
見
宿
祢
は
出
雲
大
社
宮
司
家

（
出
雲
国
造
）
の
先
祖
と
さ
れ
、
大
和
の

当た
い
ま
の
け
は
や

麻
蹴
速
と
の
力
比
べ
で
も
知
ら
れ
、
そ
の
伝

承
は
「
相
撲
の
起
源
」
と
し
て
著
名
で
す
。

　
む
ろ
ん
こ
の
埴
輪
起
源
説
話
に
つ
い
て
は
、

そ
の
真
否
を
め
ぐ
り
多
く
の
否
定
的
な
見
解
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
実
、
戦
後
の
考
古
学
研

究
の
進
展
に
よ
り
、
埴
輪
の
中
で
多
く
使
用
さ

れ
る
円
筒
埴
輪
の
起
源
は
、
弥
生
時
代
後
期
に

吉
備
地
域
で
使
用
さ
れ
て
い
た
特
殊
器
台
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
現
在
で
は
『
日

本
書
紀
』
の
伝
承
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
最
近
、
石
屋
古
墳
（
松
江
市
東
津

田
町
）
の
出
土
品
再
整
理
の
過
程
で
、
六
点
の

人
物
埴
輪
セ
ッ
ト
が
確
認
さ
れ
、
全
国
的
に
も

注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
石
屋
古
墳

（
国
史
跡
）
は
、
五
世
紀
中
頃
に
築
造
さ
れ
た

一
辺
四
十
メ
ー
ト
ル
の
大
型
方
墳
で
す
。
人
物

埴
輪
の
セ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
は
五
世
紀
中
頃

の
近
畿
の
巨
大
前
方
後
円
墳
に
お
い
て
登
場
す

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
同
時
期

の
出
雲
の
古
墳
で
す
で
に
存
在
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
石
屋
古
墳
で
は
「
椅
子
に
座
る
人
物
」
「
武

人
」
「
力
士
」
の
埴
輪
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
力
士
埴
輪
は
二
体
あ
り
、
下
半
身
が
復
元

さ
れ
た
も
の
は
推
定
高
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
に
も
な
る
大
型
品
で
、
筋
肉
質
の
大
き
な
腹

部
や
脚
部
が
写
実
的
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
物
が
座
っ
た
と
み
ら
れ
る
椅
子
は
、
座
や
脚

が
直
ち
ょ
く

弧こ

文も
ん

で
飾
ら
れ
、
座
面
の
周
囲
に
は
高
欄

状
の
囲
み
板
が
付
く
豪
華
な
も
の
で
す
。
「
貴

人
」
や
「
巫
女
」
の
埴
輪
片
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
さ
一
〇
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に

な
る
大
型
の
馬
埴
輪
を
は
じ
め
、
家
形
・
楯

形
・
靫ゆ
ぎ

形
な
ど
の
形
象
埴
輪
も
九
点
確
認
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
は
方
墳
の
造
出
部
に
配
置
さ

れ
た
も
の
で
し
た
。

　
日
本
最
古
級
の
人
物
埴
輪
セ
ッ
ト
が
出
雲
で

確
認
さ
れ
、
「
人
物
埴
輪
の
起
源
と
意
義
」
を

解
明
す
る
う
え
で
、
出
雲
は
重
要
な
役
割
を

担
っ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
が
考
古
学
的
に
明
ら

か
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
出
雲
の
首
長
が
近
畿

の
大お
お

王き
み

と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
の

か
、
埴
輪
の
製
作
技
法
の
比
較
を
通
し
て
具
体

的
に
把
握
す
る
う
え
で
、
今
後
の
研
究
の
進
展

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
「
見
返
り
の

鹿
」
埴
輪
や
「
力
士
」
埴
輪
は
、
八
雲
立
つ
風

土
記
の
丘
展
示
学
習
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
有
名
な
埴
輪
達
に
会
い
に
行
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

埴は
に

輪わ

誕
生
の
物
語
り 

－

見
返
り
の
鹿
埴
輪
と
力
士
埴
輪

－

島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
所
長

松
本
　
岩
雄

古
代
史
の
窓

石屋古墳から出土した力
士埴輪、馬形埴輪。貴人
が座っていたとみられる
椅子埴輪。（松江市教育
委員会蔵　写真＝島根県
立古代出雲歴史博物館）

「見返りの鹿」の埴輪
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事
務
局
だ
よ
り

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
会
員
の
皆
様
に
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
の
退
職

互
助
だ
よ
り
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

退
職
者
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
助
成
事
業
の
請
求
に
つ
い
て

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
助
成
事
業
は
、
健
康
づ
く
り
や
文
化
活
動
な
ど
幅
広
い
活

動
に
対
し
て
、
助
成
が
受
け
ら
れ
る
事
業
で
す
。
助
成
金
の
申
請
は
、
年
齢

に
よ
る
制
限
は
な
く
、
退
職
互
助
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
方
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い

な
い
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
の
際
は
領
収
書
を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
次
の
よ
う

な
場
合
に
は
内
容
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
金
額
の
み
記
載
さ
れ
宛
名
や
領
収
の
内
容
が
不
明
な
場
合

○
レ
シ
ー
ト
の
み
の
添
付
の
場
合

○
施
設
入
場
券
の
半
券
な
ど
で
印
字
が
不
鮮
明
な
場
合

○
施
設
入
場
券
の
半
券
等
で
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合

領
収
書
等
の
証
拠
書
類
の
内
容
が
不
明
確
な
も
の
は
、
チ
ラ
シ
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
な
ど
料
金
の
記
載
し
て
あ
る
資
料
を
付
け
て
い
た
だ
く
か
、
内
容
が

明
確
な
領
収
書
等
を
再
度
準
備
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
活
動
の
内
容
が
明
確

に
分
か
る
よ
う
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
良
き
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

元
旦
は
、
好
天
気
で
し
た
。
陽
光
に
誘
わ
れ
、

近
く
の
神
社
に
行
き
ま
し
た
。
道
端
で
春
先

に
よ
く
見
る
「
星
の
瞳
（
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ

リ
）
」
が
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
可
憐
な
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
い
ぬ
ふ
ぐ
り
　
星
の
ま
た
た
く

　
　
　
　
　
　
如
く
な
り
」
（
高
浜
　
虚
子
）

　
今
ま
で
何
回
も
お
正
月
を
経
験
し
ま
し
た

が
、
様
変
わ
り
し
た
こ
の
頃
で
す
。

　
幼
き
頃
の
お
正
月
は
、
御
馳
走
が
並
ん
だ
こ

と
、
祖
父
が
新
年
の
た
め
に
手
作
り
を
し
て
く

れ
た
お
箸
で
お
雑
煮
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、
新

し
い
衣
服
を
着
た
こ
と
等
々
、
全
て
が
今
か
ら

新
し
い
年
が
始
ま
る
よ
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
最
近
は
そ
の
感
覚
が
や
や
薄
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
も
元
日
の
清
々
し
い
天
気
の
よ
う
な

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
　

　
さ
て
、
本
号
は
事
務
局
か
ら
年
度
末
の
大
切

な
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
名
の
変
更
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
事
業
の
見
直
し
の
取
り
止
め
等
、
検
討
の
結

果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
再
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
浜
田
地
区
会
だ
よ
り
の
玉
稿
か
ら
は
、
気
迫

が
ビ
ン
ビ
ン
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
力
強
く
歩

む
毎
日
が
伺
わ
れ
、
読
む
人
の
心
を
強
く
揺
さ

ぶ
り
ま
す
。

　
埴
輪
誕
生
の
稿
は
新
企
画
で
す
。
こ
れ
を
機

に
も
う
一
度
調
べ
た
り
、
見
た
り
、
感
じ
た
り

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
岡
）

大森　　融　様（安来市）23.11.29（93歳）
伊藤　輝子　様（出雲市）28. 8.17（90歳）
田野　　浄　様（江津市）28. 8.17（66歳）
猪子　計男　様（安来市）28. 9.19（90歳）
日笠　　努　様（大田市）28. 9.20（89歳）
澤野　正子　様（松江市）28.10. 1（87歳）
上野　理媛　様（浜田市）28.10. 3（80歳）
山﨑　　彬　様（浜田市）28.10. 4（91歳）
松井　初雄　様（出雲市）28.10. 6（94歳）
三島　義正　様（松江市）28.10. 6（90歳）
山本　芳郎　様（益田市）28.10. 7（90歳）
木島寿美子　様（松江市）28.10. 7（78歳）
小原喜美子　様（松江市）28.10. 8（95歳）
石橋　正夫　様（出雲市）28.10. 8（77歳）

吉川　郁子　様（松江市）28.10.19（84歳）
横山　茂人　様（安来市）28.10.20（95歳）
田口　意彦　様（松江市）28.10.21（89歳）
坂本　整美　様（江津市）28.10.21（85歳）
板倉　和夫　様（出雲市）28.10.23（88歳）
遠藤　光代　様（出雲市）28.10.25（98歳）
金森伊和夫　様（松江市）28.10.27（92歳）
持田　アキ　様（松江市）28.11. 1（89歳）
宮本　　章　様（出雲市）28.11. 1（84歳）
柏木　洋吉　様（松江市）28.11. 4（89歳）
内田ミノリ　様（出雲市）28.11. 8（92歳）
二木　京司　様（安来市）28.11.11（95歳）
増野　　堅　様（益田市）28.11.13（87歳）
宮本　　榮　様（出雲市）28.11.13（79歳）

清水　愿二　様（松江市）28.11.17（85歳）
福原　里司　様（松江市）28.11.20（87歳）
其原　恭子　様（浜田市）28.11.２４（74歳）
安達　悦子　様（益田市）28.11.27（80歳）
森廣美惠子　様（出雲市）28.11.28（85歳）
松本　信次　様（松江市）28.11.28（72歳）
佐々木　力　様（邑南町）28.11.３０（83歳）
上川みゆき　様（出雲市）28．12. 5（89歳）
荊尾　俊二　様（大田市）28．12. 5（87歳）
大森　祥子　様（安来市）28．12.１０（82歳）
新宮　晴美　様（松江市）28．12.17（80歳）
宮澤　勇夫　様（雲南市）28．12.20（97歳）
柿田　義文　様（出雲市）28．12.25（84歳）

本欄は、異動届が提出された方で、掲載について了承された方のみ掲載しています。

あ
と
が
き

[

お
詫
び]

退
職
互
助
制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

　

前
号
で
、
退
職
互
助
医
療
給
付
の
対
象
年
齢
の
延
長
な
ど
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
試
算
の
結
果
、
延
長
の
た
め
に

は
、
相
当
多
額
の
追
加
負
担
又
は
大
幅
な
給
付
水
準
の
切
り
下
げ
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
実
現
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
実
施
し
な
い
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
加
入
率
の
回

復
に
向
け
て
、
現
職
会
員
へ
の
周
知
方
法
、
事
業
内
容
の
改
善
、
充
実
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

謹んでご冥福をお祈りいたします


